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【6.6.5.13】ドイツにおける商標を対象にした出願前調査                                

 

 

 

 

1）調査ツールの選択                                                                

ドイツにおける商標は、①ドイツに直接出願された商標、②欧州連合加盟国28ヶ国に権利が及ぶ欧州

連合商標および③欧州連合やドイツを指定した国際商標の３つがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの商標についてはドイツ特許商標庁 (以下、DPMA)が提供する DPMAregister、または欧州連

合知的財産庁（以下、EUIPO）が提供する TMview と世界知的所有権機関（以下、WIPO）が

提供する Global Brand Database を使って調査することができる。欧州連合商標については TM 

View と EUIPO が提供する eSearch plus1を使って調査することが可能である。ここでは、類似商標を

機械的に検索できる機能（Fuzzy search）がある TMview を利用した事例を紹介する。 

DPMAregister および Global Brand Database には、入力する文字列と同一の商標、あるいはそ

の文字列を含む商標を検索する機能しかなく、類似する商標を機械的に検索できる機能はない。 

                                                   
1eSearch plus は欧州連合商標しか収録されていないものの審査経過をより詳しく調べることができる。

欧州連合商標の審査経過状況を調べる場合には、eSearch plus を利用した方が良い。 
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３

自社製品（自動車用タイヤ）の商標権をドイツで取得した

い。出願する前にやっておいた方が良いことはあるか？ 

Q 

出願人 

出願人 

国際商標 
保護を求める国・政府機関を指定する 

 

アフリカ知的所有機関（OAPI） 

欧州連合（EU） 

ドイツ 

アメリカ 

日本 

・ 

・ 

 

 

欧州連合商標（EUTM） 

欧州連合（EU）全域で保護される 

 

ドイツ 

フランス 

イタリア 

・ 

・ 

※2016年 11月現在、28 ヶ国 

出願先：WIPO 

出願先：EUIPO 

出願先：ドイツ 

※2016年 11月現在、98の国及び機関 
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2）検索事例                                                                       

TMview の検索画面は下記 URL から接続することができる。 

https://www.tmdn.org/tmview/welcome 

 

 

 

 

 

◆調査対象 

調査対象例として下記の製品名、製品および出願予定地域を設定した。 

 

 

 

＜自社販売予定商品＞ 

 

◆予備検索・準備編 

商標調査を行う前にあらかじめ、該当する国際分類（ニース分類）の特定を行う。 

 

商標分類の特定 

例えば、独立行政法人工業所有権情報・研修館が提供する「特許情報プラットフォーム J-PlatPat」

を利用して、国際分類（ニース分類）を特定することができる。  

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/web/all/top/BTmTopPage 

 

対象国、番号、名義、分類など様々な検索

項目の組み合わせ検索が可能なので、基本

的にはこちらを使う 

出願予定商標名：SPYDER 

販売予定商品：自動車用タイヤ 

出願予定国および地域：ドイツ 

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/web/all/top/BTmTopPage
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商標のタブの中にある「６．商標・役務名検索」を選択し、商品・役務名の入力欄に【タイヤ】と入力し

検索を実行する。 

 

 

 

自動車用タイヤは区分 12（国際分類（ニース分類）12 類）であることがわかった。 

国際分類（ニース分類）の定義の詳細については日本国特許庁の以下の資料より参照できる。 

http://www.jpo.go.jp/shiryou/kijun/kijun2/pdf/kokusai_bunrui_10-2016/all.pdf 

http://www.jpo.go.jp/shiryou/kijun/kijun2/pdf/kokusai_bunrui_10-2016/all.pdf
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◆実践編 

検索対象の国際分類（ニース分類）を特定することができたので、実際に米国を対象とした商標検索

を行う。 

前述の TMview にアクセスし、トップ画面の「Advanced Search」をクリックすると高度な検索画面が表

示される。 

 

 

＜検索項目の解説＞ 

  項目名 選択・指定できる項目 

① Designated territories 指定国・地域 

② Trade mark offices 受理官庁 

③ Trade mark name 商標 

④ Application/registration number 出願/登録 番号 

⑤ Trade mark type 商標のタイプ（３Ｄ、色、色の組み合わせ等） 

⑥ Trade mark status 権利状況 

⑦ Applicant name 出願人名 

⑧ Nice class 国際分類（ニース分類） 

 

  

１
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７

８
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調査事例 ＜出願前調査＞ 

① の指定国・地域においてドイツ(DE)およびドイツをカバーする欧州連合(EM)を選択する。 

② の受理官庁においてドイツ(DE)およびドイツをカバーする欧州連合(EM)、さらにこれらを指定国とす

る国際登録(WO)を選択する。 

 

 

③の商標名に【SPYDER】と入力する。類似商標を併せて検索する為に、FUZZY search を利用する。

今回は「70％」にして検索を行う。FUZZY（曖昧度）は90％から 10％まで 9段階で設定可能だが、

低すぎるとノイズが増える点に留意されたい。 

 

 

⑥ においては権利状況を Filed（出願済）、Registered（登録済）、Expired（満了）、

Ended（消滅）を選択して限定することもできる。初期設定は All（全ての権利状態）である。 

 

 

⑧ ニース国際分類において【12】を入力する。 

 

 

画面右上の ボタンをクリックすると、入力した検索条件の検索結果が一覧形式で表示される。 
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同一文字商標である SPYDER に加え、類似商標である SPIDER が見つかった。「Trade mark 

name(商標名)」や「Application number/Registration number(出願番号／登録番号)」をク

リックすると各商標の詳細が確認できる。 

 

＜詳細表示の例＞ 
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このようにして確認をしていったところ、以下の商標を発見した。 

 

 

 

 

指定商品は”Automobiles and their parts, included in this class” とあるので、自動車用タイ

ヤを含むと考えられる。 

 

一般的に、同一または類似性の高い商標かつ指定商品の範囲が同一または類似している商標がすでに

登録されている場合、その商標を登録できない可能性がある。その場合には出願予定商標を変更する

などの対応を検討する必要がある。登録の可能性や使用する際のリスクなどについては、専門家のアドバ

イスを求めることが薦められる。 
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◆まとめ 

EUIPO が提供する TMview を使って国際分類（ニース分類）および出願予定の商標名にて検索す

ることで、類似する商標を把握することができる。これにより、出願した場合の登録の可能性を事前に検

討することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドイツにおける商標は、ドイツ商標と欧州連合商標、並びに欧州連合もしくはド

イツを指定する国際登録商標がある。 

これらの商標は、DPMAregister、TMview、Global Brand Database

のいずれを利用しても調査することはできるが、TMview を使えば類似商標も

機械的に検索できるため、効率的に調査することができる。 

eSearch plus は欧州連合商標しか収録されていないものの審査経過をより

詳しく調べることができるので、欧州連合商標の審査経過状況を調べる場合に

は eSearch plus を利用した方が良い。 

Point 


